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国際植物防疫条約（ IPPC ）
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１ 目的

有害動植物の侵入、まん延を防止するため、共同で有効な
行動を確保

有害動植物の防除のため、適切な措置を促進

２ 主な活動

国際基準（ISPM）の策定

途上国に対する技術協力

加盟国間の情報共有

紛争の解決 等

３ 組織

 2017年２月現在、183の国と地域が加盟（我が国は1952年
から加盟）

事務局は国際連合食糧農業機関(FAO)本部（ローマ）に設置

International Plant Protection Convention



１ 目的

検疫・衛生措置が、国際貿易に係る不当な障害・偽装された制限となるこ
とを防ぐ

関連の国際機関等が作成する国際基準等に基づいて各国の検疫・衛生措置
の調和を図る

２ 輸入検疫措置に関する規定

科学的根拠なしに維持してはならない（第2条2）

もし国際的な基準が存在するならば、それに基づいていなければならない

（第3条1）

ただし、科学的正当性等があれば、国際基準よりも高いレベルの措置を利
用可能（第3条3）

リスク評価に基づいていなければならない（第5条1）

国際基準を作成する機関（Three sisters）: Codex（食品安全）、OIE
（動物衛生）、IPPC（植物防疫）

衛生植物検疫措置の適用に関する協定（WTO/SPS協定 ）
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戦略計画部会

( SPG:
Strategic Planning 

Group）
CPMに対し戦略
的な助言を行う

植物検疫措置に関する委員会
(CPM: Commission on Phytosanitary 

Measures)

IPPCの総会。国際基準の採択を行う

地域機関、
国際機関

基準委員会(SC: Standards Committee)

国際基準案の作成プロセスの管理
・TP, EWGの設置及び廃止
・国際基準案の検討、取りまとめ
・各国協議及びCPMに提出する国際基準案の承
認

専門家作業部会

(EWG)
トピック毎に設置
され、国際基準を
ドラフトする

技術パネル (TP)
特定の分野に設置
され（現在５分
野）、当該分野の
国際基準をドラフ
トする

IPPC事務局
(FAO内に設置）

国際基準策定機関

紛争解決に関
する機関

( SBDS:
Subsidiary Body 
on Dispute 

Settlement）
IPPCに定めら
れた紛争解決
手続きに関す
る監督・助言

能力開発委員会

( CDC: Capacity 

Development 
Committee）

加盟国の植物検疫
能力向上に向けた
活動を行う

IPPCの組織体制
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CPM理事会
CPMに対し活動の

戦略方針、
財政、運用・管理に
関し、助言を行う

201７年２月現在



ISPMとは
（ISPM: International Standards for Phytosanitary Measures）
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 ISPMは国際植物防疫条約（IPPC）に基づき作成さ
れる植物検疫措置に関する国際基準

 WTO/SPS協定における国際基準として、WTO加盟
国は、国際的な基準が存在するならば、自国の植物
検疫措置をISPMに基づいてとらなければならない
（shall base）（SPS協定３条の１）

 ISPMに基づいた検疫措置とすることでその措置の
正当性を主張することが可能。

 特に貿易相手国との議論においては、ISPMを引用
することで論点の明確化、議論の効率化を実現。



ISPMの例

201７年２月現在
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輸入規制

遵守確認

基本原則 植物検疫の原則(ISPM1) 植物検疫用語集(ISPM5)

病害虫監視 サーベイランスの指針(ISPM6) 病害虫報告(ISPM17)

規制有害動植物リストの指針(ISPM19)輸入規制制度の指針
(ISPM20)

不適合及び緊急行動の通報(ISPM13) 木材こん包材の規制
(ISPM15)

病害虫管理
病害虫無発生地域のためのガイドライン(ISPM4)
植物検疫処理(ISPM28)(放射線15本、蒸熱1本、低温3本)
病害虫危険度管理のためのシステムズアプローチ(ISPM14)

根絶 ペストステータスの決定(ISPM6) 病害虫根絶計画の指針(ISPM9)

輸出証明 輸出証明システム(ISPM7) 植物検疫証明書(ISPM12)

リスク分析 PRAの枠組み(ISPM2) 規制有害動植物のためのPRA(ISPM10)



ISPM策定プロセスの改定

新規
トピックス

仕様書

ISPM案

採択

総会(CPM)

基準委員会(SC)

基準委員会

技術パネル(TPs)
専門家作業部会(EWGs)

加盟国協議
(7/1～11/30:150日間)

加盟国協議
(Member 
Consultation)
(6/1～7/30又は
12/20～2/19:60日
間)

基準委員会

基準委員会

実質的関心コメント期間
(Substantial Concerns
Commenting Period(SCCP))
(6/1～9/30:120日間)

基準委員会

フォーマルオブジェクショ
ン(FO)(CPMの14日前ま
で)

改訂前（～2016年４月）

※過去にFOが提出されたISPM案に
ついては、SCは、CPMにFOの機会
無く、投票採択を提案できる
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新規
トピックス

仕様書

ISPM案

採択

総会(CPM)

基準委員会(SC)

基準委員会

技術パネル(TPs)
専門家作業部会(EWGs)

１回目の加盟国協議
(7/1～9/30:90日
間)

加盟国協議
(Member Consultation)
(6/1～7/30又は
12/20～2/19:60日間)

基準委員会

基準委員会

２回目の加盟国協議
(7/1～9/30:90日間)

IPPC総会(CPM)

基準委員会

オブジェクション
(CPMの３週間前まで)

改訂後（2016年４月～）

事務局はCPMの少なくとも６週
間前に基準案を提示

SCへ差し戻し
以外の決定も

IPPC総会(CPM)



第12回 IPPC総会(CPM12)までのスケジュール
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2016年

７月 １日 ＩＳＰＭ案の加盟国協議開始

７月２０日 ＩＳＰＭ案の一般向け説明会

９月１３日 ＩＰＰＣ国内連絡会議（外部有識者）

９月３０日まで ＩＳＰＭ案への日本コメントを提出

2017年

２月１７日 ＩＳＰＭ案の一般向け説明会

（オブジェクションの最終検討）

３月１５日 オブジェクション提出締め切り

４月５～11日 IPPC総会(CPM12)（於：韓国）


